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論文要旨と審査結果 
 
The Dynamic Relationships between Farm and Nonfarm Activities and 

















1986 年、2003 年の 3 時点について明らかにしたことである。それを扱っているのが第 3
章（Changing Structure of Income, Poverty Dynamics and Changing Use of Labor and 






（Human Capital Investment and Poverty Reduction over Generations）において分析さ
れている。 























第 3 章の主要な分析結果は、農業発展論の代表的な国際的学術雑誌である Agricultural 
Economics に投稿し、現在はコメントを踏まえた改訂版を再投稿中である。コメントは好
意的であり、アクセプトされる確率が高いと思われる。また第 4 章は、K. Otsuka, J.P. 






審査委員：主査  大塚 啓二郎 
委員  黒澤 昌子 
委員  Jonna P. Estudillo 
委員  加治 佐敬 
委員  不破 信彦（千葉大学） 
 
平成 20 年 10 月 6 日の本論文の最終報告に引き続き、審査委員会が開催された。審査委




















11. 仮説の表現に適切さを欠くものがある。仮説 1の”Driving Force”はその一例である。 
12. 論文の中では高い教育を受けた労働者が非農業部門への参入することで非農業の発
展がもたらされた点について十分には検証されていない。よって、本研究のファイ
ンディングとしてではなく、将来の分析課題とするよう表現を改めるべきである。 
 
申請者は、上記のコメントを踏まえて博士論文の修正を行い、最終稿を提出した。主査
はそれを慎重に検討した結果、すべてのコメントが十分に修正稿に反映されていると判断
した。それを受けて、審査委員会は本論文が本学博士論文として妥当であると判断した。 
